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我が国の技術や経験をもとに、ミレニアム開発目標の達成に向け、我が国の貢献

を一層促進するため、諸外国、国際機関等との連携促進、水道事業の運営基盤の確

立支援、国際協力に貢献可能な人材を継続的かつ安定的に確保するための方策を着

実に実施する。さらに、諸外国、国際機関等との連携による国際調和を図りつつ、

水道事業者や水道関連企業が我が国の水道レベルにふさわしい国際競争力を獲得す

るための方策を着実に実施する。

達成すべき代表的な施策目標として、以下を掲げる。

・海外からの水道分野の研修生を、ＯＤＡベースで今後10年間に約600人受け入

れる。

・発展途上国等への派遣専門家（長期＋短期）を、今後10年間で約400人派遣す

る。

・すべての水道事業者で指標を用いて業務改善を行う。

また、以下のアクションプログラムを着実に実施する。

◆アクションプログラム５：国際化・国際貢献の推進

国際協力人材バンクの設置等による専門家の養成、確保、研修員の受入に関する

国内基盤の充実、水道と密接に関連のある下水道等の他の分野の関係機関との情報

交換、戦略検討等を進めていく。

国際貢献を進めるために、また、国内水道界の技術力を高く維持、発展し続ける

ためにも、国際機関、諸外国の先進事例を積極的に取り入れることによる国内水道

界の国際化、ＷＨＯ、ＩＷＡ等の国際機関の主催会議等における政策提案や情報発

、 、 、 、信 海外の新技術 評価手法等の導入促進に向けた検討 評価機関の設置等を進め

国際競争力を獲得するとともに国内政策へのフィードバックを図る。

図６－14 国際化・国際貢献推進方策アクションプログラム


